
 

１ 

詩
の
中
で
使
わ
れ
て
い
る
表
現
技
法
を
捉
え
よ
う
。 

 

１
次
の
部
分
と
、
対
句
の
関
係
に
あ
る
部
分
を
書
き
出
そ
う
。 

Ａ
「
空
の
上
に
は
／
も
っ
と
青
い
空
が
浮
か
ん
で
い
る
」 

    

Ｂ
「
胸
の
奥
で
／
こ
と
ば
が
は
ぐ
く
ん
で
い
る
優
し
い
世
界
」 

    

２
詩
の
中
で
使
わ
れ
て
い
る
表
現
技
法
に
つ
い
て
、（ 

 

）
に
当
て
は
ま
る
も
の
を
後
か
ら
選
ん
で
記
号
を
書
こ
う
。 

・「
海
」
が
「
眠
っ
て
い
る
」、「
こ
と
ば
」
が
「
は
ぐ
く
ん
で
い
る
」、「

つ
ぼ
み

蕾

」
が
「
さ
し
出
し
て
い
る
」
な
ど
、
人
間

で
な
い
も
の
を
人
間
に
た
と
え
て
表
現
す
る
方
法
を
（
① 

 
 

）
と
い
う
。 

・
行
の
終
わ
り
を
「
優
し
い
世
界
」「
美
し
い
季
節
」「
新
し
い
友
だ
ち
」
の
よ
う
に
名
詞
で
結
ぶ
方
法
を
（
② 

 
 

）

と
い
う
。 

 
 

ア 

反
復 

 

イ 

省
略 

 

ウ 

体
言
止
め 

 

エ 

擬
人
法 

 

  

２ 

詩
の
中
で
印
象
に
残
っ
た
言
葉
や
表
現
と
、
な
ぜ
印
象
に
残
っ
た
の
か
理
由
を
書
こ
う
。 

        

３ 

こ
の
詩
を
朗
読
す
る
と
き
、
ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ
や
思
い
を
伝
え
た
ら
い
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
そ

の
た
め
に
朗
読
の
と
き
に
ど
の
よ
う
な
工
夫
を
し
た
ら
よ
い
だ
ろ
う
。 

 

・
イ
メ
ー
ジ
や
思
い 

    

・
朗
読
の
工
夫 

      

Ａ 

見
え
な
い
だ
け 

【
目
標
】
詩
の
表
現
の
工
夫
や
内
容
を
捉
え
、
思
い
が
伝
わ
る
よ
う
に
朗
読 

 
 

 
 

し
よ
う
。 

二
年 

 

組 
 

番 

名
前 

    

 



 

１ 
次
の 

 

線
部
の
漢
字
の
読
み
方
を
調
べ
、（ 

 

）
に
書
き
込
も
う
。 

  

①
い
つ
も
怒
ら
れ
る
。 

 
 

（ 
 
 
 
 
 
 

） 

②
東
京
の
西
の
郊
外
。 

 
 
 

（ 
 
 
 
 
 
 

） 

 

③
単
身
赴
任
を
す
る
。 

 
 

（ 
 
 
 
 
 
 

） 

④
唯
一
の
宝
物
。 

 
 
 
 
 

（ 
 
 
 
 
 
 

） 

 

⑤
嫌
な
天
気
。 

 
 
 
 
 

（ 
 
 
 
 
 
 

） 

⑥
機
嫌
を
直
す
。 

 
 
 
 
 

（ 
 
 
 
 
 
 

） 

 

⑦
怪
し
い
話
。 

 
 
 
 
 

（ 
 
 
 
 
 
 

） 

⑧
怪
談
を
聞
か
せ
る
。 

 
 
 

（ 
 
 
 
 
 
 

） 

 

⑨
馬
の
脚
の
骨
。 

 
 
 
 

（ 
 
 
 
 
 
 

） 

⑩
脚
本
を
担
当
す
る
。 

 
 
 

（ 
 
 
 
 
 
 

） 

 

⑪
子
供
扱
い
さ
れ
る
。 

 
 

（ 
 
 
 
 
 
 

） 

⑫
小
学
生
と
勘
違
い
さ
れ
る
。 

（ 
 
 
 
 
 
 

） 

 

⑬
犯
人
が
逃
げ
る
。 

 
 
 

（ 
 
 
 
 
 
 

） 

⑭
責
任
を
逃
れ
る
。 

 
 
 
 

（ 
 
 
 
 
 
 

） 

 

⑮
映
画
を
撮
る
。 

 
 
 
 

（ 
 
 
 
 
 
 

） 

⑯
ほ
ら
吹
き
だ
と
言
わ
れ
る
。 

（ 
 
 
 
 
 
 

） 

 

⑰
吹
奏
楽
部
に
所
属
す
る
。 

（ 
 
 
 
 
 
 

） 

⑱
雄
弁
に
語
る
。 

 
 
 
 
 

（ 
 
 
 
 
 
 

） 

 

⑲
雄
花
と

め雌
花
。 

 
 
 
 

（ 
 
 
 
 
 
 

） 

⑳
突
然
の
出
来
事
。 

 
 
 
 

（ 
 
 
 
 
 
 

） 

 

 21 
転
ん
で
手
を
突
く
。 

 
 

（ 
 
 
 
 
 
 

） 

 22 
不
意
の
来
客
に
慌
て
る
。 

 

（ 
 
 
 
 
 
 

） 

 

 23 
大
股
で
歩
く
。 

 
 
 
 

（ 
 
 
 
 
 
 

） 
 24 
き
れ
い
な
封
筒
の
手
紙
。 

 

（ 
 
 
 
 
 
 

） 

 

 25 
の
り
で
貼
る
。 

 
 
 
 

（ 
 
 
 
 
 
 

） 

 26 
返
答
に
詰
ま
る
。 

 
 
 
 

（ 
 
 
 
 
 
 

） 

  

２ 

次
の
語
句
の
意
味
を
辞
書
で
調
べ
よ
う
。 

         

３ 

次
の
語
句
を
使
っ
て
短
文
を
作
ろ
う
。 

          

４ 

登
場
人
物
の
中
か
ら
一
人
を
選
び
、
そ
の
人
物
に
つ
い
て
感
想
を
書
こ
う
。 

          

Ａ 

ア
イ
ス
プ
ラ
ネ
ッ
ト 

二
年 

 

組 
 

番 

名
前 

③
極
端 

②
口
実 

①
精
密 

   

 

③
め
っ
た
に 

 

…
…
な
い 

②
は
る
か
に 

①
い
か
に
も 

   

 

選
ん
だ
人
物
（ 

 
 
 
 
 
 

） 

 



 

１ 
登
場
人
物
の
「
ぐ
う
ち
ゃ
ん
」
の
設
定
（
名
前
・
年
齢
・
仕
事
・
他
の
登
場
人
物
と
の
関
係
な

ど
）
に
つ
い
て
、
読
み
取
っ
た
こ
と
を
書
こ
う
。 

        

２ 

場
面
ご
と
の
出
来
事
を
簡
単
に
ま
と
め
よ
う
。 

                    

３ 

①
～
③
の
場
面
で
登
場
人
物
の
「
ぐ
う
ち
ゃ
ん
」
へ
の
思
い
が
わ
か
る
言
動
を
ま
と
め
よ
う
。 

              

Ｂ 

ア
イ
ス
プ
ラ
ネ
ッ
ト 

【
目
標
】「
ぐ
う
ち
ゃ
ん
」
に
対
す
る
「
僕
」、「
母
」、「
父
」
そ
れ
ぞ
れ
の 

 
 

 
 

思
い
を
読
み
取
ろ
う
。 

二
年 

 

組 
 

番 

名
前 

父 母 

「
僕
」 

   

 

⑤ ④ ③ ② ① 

Ｐ
25
Ｌ
７
～ 

終
わ
り 

Ｐ
24
Ｌ
５
～ 

Ｐ
25
Ｌ
６ 

Ｐ
22
Ｌ
15
～ 

Ｐ
24
Ｌ
４ 

Ｐ
19
Ｌ
15
～ 

Ｐ
22
Ｌ
14 

初
め
～ 

Ｐ
19
Ｌ
14 

     

 

 


